
 

 

 

３人寄れば…ではありませんが、専門職が力を合わ

せれば、支援の手掛かりが見えることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本人の目的に合わせて、 

メンバーを集めることがカギです。 

 

 チームを立ち上げるには？仲間を増やすには？ 

栄養サポート、緩和ケア、褥瘡対策のように多職種

の専門性をもちよることが肝心です。必要に応じて、

認知症看護認定看護師、認知症専門医など院外の専

門職に参加してもらうのもよいでしょう。 
 

チームを続けるには？ 

誰に聞けば知りたいことがわかるのか。情報を誰に

集めるか。継続していくことで、チームの知恵(成

功体験)が蓄積し、次の支援につながります。 

『支援の道は１日にしてならず』長期的なビジョン

で取り組みましょう。 
 

 病院の枠を超えて、地域へ。 

入院をきっかけに、地域でより安心して過ごせる 

ネットワークを築く。本人、家族、地域を含めたチ

ームつくりを目指してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

・岡山大学病院 総合患者支援センター 

岡山市北区鹿田町 2-5-1 TEL：086-235-7744 

・慈圭病院 生活福祉支援課 

岡山市南区浦安本町 100-2  

TEL：086-262-1191（内線 254） 

・川崎医科大学附属病院 患者診療支援センター 

 倉敷市松島 577     TEL：086-464-0661 

・倉敷平成病院 認知症疾患医療センター 

 倉敷市老松町 4-3-88  TEL：086-427-3535 

・きのこエスポアール病院 地域生活支援室 

 笠岡市東大戸 2908   TEL：0865-63-0725 

・こころの医療 たいようの丘ホスピタル 

地域医療連携室 

  高梁市落合町阿部 2200 TEL：0866-22-8300 

・積善病院 みまさか認知症医療連携室 

 津山市一方 140     TEL：0868-22-3173 

・向陽台病院 医療連携室 

 真庭市上市瀬 368    TEL：0867-52-0131 

 ・（岡山市指定）岡山赤十字病院 

  岡山市北区青江 2-1-1  TEL：086-222-8843 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知機能が低下しても 

入退院がスムーズになることを願って 

笑 顔 
の 

ヒ ン ト 

「いつも、ありがとう」 

どなたでも「入院・退院」には 

多少の不安があるもの 

 

 私たち医療従事者は、患者さんとご家族も

含め「元気になってほしい」「笑顔が見たい」

「そのためのサポートを」と願います。 

お互いの“不安”を減らして、“安心”へ 

つなげるにはどうすればよいのでしょう？ 

 

あなたの“気づき”が「笑顔」につながる

かもしれません。 
作成：川崎医科大学附属病院 認知症疾患医療センター 

入院中の認知症機能低下の早期発見・ 

退院早期の支援マニュアル作成委員会 

いっしょに考えませんか？ 

～岡山県認知症疾患医療センター相談窓口～ 

 

チームでとりくみ安心UP！ 
～多職種連携のヒント～ 

本人 

家族 

看護師 

専門医 

リハビリ職 

ソーシャル 

ワーカー 

 

 

心理士 

薬剤師 

栄養士 

主治医

Dr 

ケア 

マネージャー 

サービス 

事業者 

知人 

友人 

チームメンバーの一例 

あなたの夢・希望を叶えるために 

周囲には、多くの協力者がいます。 

１人ではありません。 

このヒントが笑顔につながりますように！ 

 

医療者向け 

2017年版 

＊H30年 1月現在、岡山県内(岡山市指定含む)には 

9施設の認知症疾患医療センターがあります。 

 


